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1 陳来『宋明理学』（華東師範大学出版社、2004 年）の「序」の 8‐9 頁、そして「引言」








    ――若き王陽明の政治活動を中心に 
 
                初めに 
第一節 王陽明の家系について 
   第二節 王陽明の生い立ちと官界入り 
   第三節 入仕後の政治活動と思想転向 











































































































































  然幼特好逸遊、走狗・闘雞・六愽、諸所從為。非不肯補愽士弟子、毋亦無耐任之耳。 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     ――社会史、政治史の視点による考察 
 
             はじめに 
      第一節 王陽明による学派創設とその弟子たちの社会的身分 
 第二節 陽明学派が結成される社会・政治的背景 
第三節 王陽明の死後における学派組織の拟大 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  論聖學無妨于舉業。…明年乙酉大比、稽山書陡錢楩與魏良政並發解江浙。 
53 呉震編校整理『王畿集』（鳳凰出版社、2007年）巻七。 
54 『明儒学案』巻十二、「浙中王門學案二・郎中王龍溪先生畿」 





















































































生員の数は増え続けた。該しくは、Ping-ti Ho, The ladder of success in Imperial China : 
aspects of social mobility, 1368-1911, New York: Columbia University Press, 1962, 
pp. 172‐179を参照。 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 同書 370‐371頁を参照。 
 103 
 






    於是闢稽山書陡、聚八邑彦士、身率講習以督之。 
10 『見聞雑記』巻二。 
11 同書 382頁を参照。 
12 『年譜』弘治十八年。 


























                                                                                                                                                              








23 『新中華』12巻 7期、1949年、27‐33頁。 















































































































































































































































































    壬戌三月、大明會典成、當遷官。吏部擬公左春坊大學士、上令中使至內閣問曰、所擬
 112 
 
                                                                                                                                                              
廷和官豈誤耶。李文正公對曰、其人資望兩隆、且東宮侍講、啟沃有年、纂述之功、亦
異流輩。特擬此官酬之、非誤也。中使以聞、上曰、朕亦久知其人、豈吝此官乎。 
68 注 33に引く『弇州史料』の文を参照。 




































































                                                                                                                                                              
疏懇乞便道歸省。朝廷准令歸省、陞单亩兵部尚書、叄贊機務。 
82 『年譜』嘉靖元年七月 

















































































  明太祖十三年罷丞相、政歸六部、部權重也。洪・宠以後、 閣體既尊、而權亦漸重、
於是閣部相持。凡廷推考察、各騁意見、以營其私、而黨局分焉。 







94 注 84を参照。 


















































































































































  一清再相、頗由璁・萼力、傾心下二人。而璁終以壓於一清、不獲盡如意、遂相齟齬。 
『嘉靖以来首輔伝』巻二 
  而一清亦自與萼隙。 
129 『嘉靖以来首輔伝』巻一 
  然一清自是頗作好、而私其所親門生故吏。 
 121 
 




















  萼有所建白、往往爲孙敬所抑屈、孙敬亦以氣凌之、用是俱憾孙敬。 
132 『西樵遺稿』巻二、「明公論別善類以全国体兼乞迴避疏」 








































































               
              はじめに 
              第一節 不遇な陽明学派第二世代 
              第二節 徐階の登場と厳嵩時代 
              第三節 陽明学の全盛期 
              第四節 万暦以後の情勢――党争を背景に 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  枝拄清議、好同惡異、與前後諸臣同163。 
































































































































































































4 前章注 14を参照。 
5 『明史』巻一百九十亓、「王守仁伝」 





  守仁之起由璁・萼薦、萼故不善守仁、以璁強之。 
巻一百九十六、「桂萼伝」 

















10 前章注 14を参照。 
 164 
 
                                                                                                                                                              
11 『万暦野獲編』巻二、「講學見絀」条。 
12 前章注 142を参照。 

























































































  徐文貞抗論孔廟事、上恚甚、既逐之、叅下旨云、徐階天下小人、永不許擢用。 
36 注 34を参照。 




39 注 22を参照。 
40 『明史』巻二百八十三、「鄒守益伝」。 
41 『続蔵書』巻十八、「尚書鄭端簡公」 










































                                                                                                                                                              












































































































































































                                                                                                                                                              



































                                                                                                                                                              
98 張居正と耿定向は郷里も近かったため、特に親しかった。二人の関係については、中





























  彭更問曰、後車敷十乘、從者敷百人、以傳食於諸侯、不以泰乎。 

































































131 『明儒学案』巻二十一、「 江右王門學案六・徵君劉瀘瀟先生元卿」 








































  是歲、本省兩台奋薦、朋闕起、以原職提督軍務、巡撫福建地方。 
『張居正集』巻二十亓、「答福建巡撫耿楚侗」 





































































































  竑博極羣書、自經史至稗官・雜說、無不淹貫。善爲古文、典正馴雅、卓然名家。 
162 『明史』巻二百十八、「沈一貫伝」 

















  先生因李卓吾鼓倡狂禪、學者靡然從風、故每每以實地爲主、苦口匡救。 
167 『日知録』巻十八、「李贄」 

















































  時同館中、詩文推陶望齡、書畫推董其昌、輝詩及書與齊名。 
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